
令和７年 12月 

指導部だより（あったかハート推進週間の取組） 

 

 

 

【温かな心の育成】 
 附属小学校では、子供たちに温かな心を一層育むことを重点として取り組んでいます。12月の「あっ

たかハート推進週間」を以下の内容で行いました。 

月 期  間 内    容 

１２月 １２/２（火）～10（水） 道徳科の授業 内容項目：公正、公平、社会正義 

【実際の授業】 
６年生で行った授業の様子を紹介します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
６年生は「未来への裁判」を読んで学習しました。「未来への裁判」は、女性に対する様々な差別を受

けながら弁護士となったルースが、裁判を通してあらゆる差別と戦い、多くの人を勇気づけ、アメリカ
の裁判の歴史を変えたというお話です。 
授業を通して、子供たちは「差別とは何か」、「差別と区別はどう違うのか」ということについて考え

ました。 

 

 

 

 

 

 

 

【各学年で行った授業後の子供の感想】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・仲のよい友達とは違うチームになっても、楽しく遊ぶことができれば、新しい友達も増えるかも
しれないから、いろいろな人と遊べることがよいと思いました。 
（１年生：みんなとたのしく「じゃんけんぽん」） 

・みんなが楽しく過ごすために、友達に優しくしたいです。優しくしたら、優しくしてくれた友達
は安心すると思うからです。 
（２年生：だれとでもいっしょに「およげない りすさん」） 

・しょうがいがあるからと言って「座ってください」と席を譲るように、すぐに決めつけず、「座
りますか？」と相手の気持ちを聞きたいです。また、しょうがいのことをもっと知りたいです。 
（３年生：だれもが住みやすいくらし「パラリンピックにねがいをこめて」） 

・自分では思っていなくても、相手は嫌な思いをしていることもあるかもしれないので、私はこれ
から「相手の立場に立つ」ということを大切にしていきたいです。 
（４年生：むらの仲間として「山びこ村の二人」） 

・困っている人に寄り添って、自分事のように考えて、自分がされて嬉しいことをしたいと思いま
した。少しでも相手の心の中の光になれるような人になりたいと思いました。 
（５年生：不正に立ち向かう強さ「いじめをなくすために」） 

 

・「未来への裁判」を読んで、アメリカが差別について少しずつ変わっていっていることが分かりま
した。日本のことを考えると、まだいろいろな差別があると思ったので、なくしていきたいと思
いました。 

・昔のアメリカのように、今の日本でも「当たり前」と思っていることでも間違っていることがあ
るかもしれません。今の自分たちを見直すよい機会になりました。 

・差別と区別は、人の感じ方によって違うのかもしれないと思いました。一人一人が意識して、相
手のことを考えることが大切だと思いました。 


